
み
ん
な
の公共施設

みんなで考える

　市の多くの公共施設は老朽化が進んでおり、今後、改修・建替費用の集中が見込まれます。
　このような状況を受け、市では「予防保全型施設管理」という方針を掲げ、定期的な点検・修繕に
よって施設の寿命を延ばすとともに、計画的な管理で建替時期を分散させ、年度ごとの改修・更新
費用を可能な限り均等にしていきます。

経過年数

予防保全型の施設管理

従来の施設管理
（事後保全型）

健
全
度

施設の長寿命化を進めていきます

行政改革課　行政改革係　☎ 69-2119　Fax  63-4554問
これまでの記事はこちら

甲
賀
の
文
化
財

歴史文化財課　調査普及係　☎ 69‐2250　Fax  69‐2293問

　

油
日
の
「
奴
振
」
は
5
月
1
日
、
油

日
神
社
の
例
大
祭
に
お
い
て
、「
上う
え
の
ど
う

野
頭
」

に
よ
り
５
年
に一
度
奉
納
さ
れ
る
行
事
で

あ
り
、
滋
賀
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

奴
振
は
、
頭と
う
殿ど
う
と
呼
ば
れ
る
祭
主
に

従
う
供と
も
の
行
列
で
、
長な
が
持も
ち
奴
、
鋏は
さ
ん
ば
こ箱
奴
、

毛け

槍や
り

奴
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
供
連
れ
の

総
勢
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
す
。

華
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
、
威
勢
の
良

い
歌
と
独
特
の
振
付
を
披
露
し
な
が
ら

集
落
を一日
練
り
歩
く
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
平
安
中
期
の
天
元
年

間
（
９
７
８
～
９
８
３
）、
勅ち
ょ
く

使し

橘
た
ち
ば
な
の

敏と
し

保や
す
の
社
参
行
列
を
起
源
と
す
る
と
伝
わ

り
ま
す
が
、
そ
の
形
は
室
町
時
代
に
整

え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
、
油

日
地
域
を
支
配
し
た
甲
賀
侍
衆
が
、
祭

礼
に
際
し
て
自
ら
定
め
た
祭
主
の
も
と

に
領
民
を
動
員
し
て
行
列
を
組
む
と
い

う
、
き
わ
め
て
政
治
性
の
高
い
侍
層
主

体
の
祭
り
が
そ
の
起
源
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
江
戸
時
代
の
甲
賀
侍
衆
の
子
孫

に
よ
っ
て
奴
行
列
が
加
え
ら
れ
、
現
在

の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

さ
な
が
ら
「
動
く
由
緒
書
」
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

10
年
ぶ
り
の
開
催
　
油
日
の
奴や

っ
こ
ふ
り振

　
な
お
、本
来
は
現
在
の
上
野
頭
に
加
え
、

高
野
頭
、
相
模
頭
、
佐
治
頭
、
岩
室
頭
の

五
頭
が
１
年
ご
と
に
頭
殿
を
出
し
た
と
伝

え
ま
す
が
、
明
治
初
年
ご
ろ
ま
で
に
廃
止

さ
れ
、
上
野
頭
の
み
が
現
在
に
続
い
て
い

ま
す
。
奴
振
が
５
年
に
１
度
の
み
行
わ
れ

る
の
は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
を
反
映

し
た
も
の
で
す
。

　

前
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
た
め
、
今

回
は
実
に
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
奴
振
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
隣
接

す
る
甲
賀
歴
史
民
俗
資
料
館
を
無
料
開
放

（
開
館
時
間
：
10
時
～
17
時
）
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲油日神社に振り込む鋏箱奴、毛槍奴

このコラムでは、市の公共施設のあり方とこれ
からについてみなさんにお伝えしていきます。
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地域共生社会推進課　地域共生社会推進係　☎ ６９-２１５５／市民活動推進課　市民活動推進係　☎ 69-2218問

　昨年１１月、甲賀荘デイサービスセンター（（社福）甲賀会）で、台風による激甚災害を想定した福祉避難所
の防災訓練が行われました。地域住民（要介護高齢者と家族）、市内の社会福祉法人（６法人）、行政が参加
し、自助・共助・公助の「三助」を意識した実践に近い訓練となりました。

　自力で避難することが難しい方を
守るため、「個別避難計画」を作成して
います。今回、地域の実情や個々の
状況に合わせた実効性の高い避難支
援体制づくりにつなげたいとの思い
から、この訓練を実施されました。

　地域共生社会の実現に向けた社会福法人の公益
的な取り組みとして、災害時に備えた地域づくりは
重要テーマです。訓練後の振り返りでは、「ひとつの
事業所で抱え込まないことが大切」という気づきを
皆で共有しました。
　これからも社会福祉法人のネットワークを活かし
て、高齢者や障がい者を含む全ての住民が円滑に
避難できる体制づくりに取り組んでいきます。

　２０年後の社会は、地域における支え合いの基盤であった地縁・
血縁・社縁といった繋がりが弱くなると言われています。
　このコラムではそんな未来を見据え、地域の困りごとを住民主体
で受け止めていく「芽吹き」とも言える活動を紹介します。

社会福祉法人主体の防災訓練

活動のきっかけ 未来をつくる活動

▲︎�避難者の受け入れ時の様子

防災訓練の様子は
動画でチェック！

予防保全型施設管理のイメージ
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